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  農の未来ネット　機関誌No.17


  （発行日：2010.8.15)


  特定非営利活動(NPO)法人「農の未来ネット」


  理事長:倉本器征(東京農工大学名誉教授)


  発行責任者:田沼　繁(NPO法人農の未来ネット事務局:電話(FAX) 042-313-3620)


  編集長:西村正昭


  ホームページ：http://www/nou-mirai.org/


  農政ウオッチング


  口蹄疫問題について


  　2010年４月20日、10年ぶりに日本屈指の畜産県である宮崎県で牛や豚の伝染病である口蹄疫の発生が確認されました。今回の口蹄疫伝染病は、７月27日を最後に家畜移動制限地域として残っていた宮崎市でも解除されましたが、口蹄疫発生地域の家畜の糞尿滅菌化作業がまだ残っています。でも、早ければ９月には口蹄疫発生により家畜が皆無となった地域への再導入が見込まれており、一応の解消となる見通しです。口蹄疫の被害結果は、宮崎県下で畜産農家292戸、家畜211,608頭と甚大な状況です。


  　政府は、今回の口蹄疫に対応するため、６月４日に口蹄疫特別措置法(平成24年３月31日までの時限立法)を急遽、公布・施行しました。特措法に基づき、発生地域を含む「指定地域」の車の消毒、罹患家畜の焼却・埋却、罹患家畜及び「指定地域」内の家畜の殺処分、さらには生産者・地域支援のための殺処分した家畜への補償や今後の経営支援のための各種対策を矢継ぎ早に実施しています。現在、焦点となっている問題は、特措法に定められた口蹄疫被害地域の地域支援のため国及び地方公共団体が設置することができるとする対策「基金」で、宮崎県は300億円規模の基金創設を国に求めていくと発表。一方、山田農水大臣は８月６日の記者会見において「内閣とも相談して、基金を創設することでは合意できておりますが、その中身、いわゆる内容、時期等々については、今日、追加、正式にいろいろな要望ありましたので、そういったことを踏まえて、これから政府に、全体で、経済産業省も、総務省も含めて検討させていただきたいと思ってます。」と慎重な構えをとっています。


  　また、今回の口蹄疫の発生原因や感染ルートや国・県等の対応、防疫措置のあり方などを検証し今後の防疫措置に役立てるため、農水省は、口蹄疫対策検証委員会(座長山根義久　日本獣医医師会長)を設置し、第１回の委員会を８月５日に開催しました。この委員会では、「2001年における英国の発生や10年前のわが国の発生について、侵入経路が特定できていないのが実状。しかし、できる限り検証すべき。」などの意見が出され、10月中には報告書を取りまとめる予定です。別途、７月24日開催された口蹄疫疫学調査チームの第４回検討会では、「今回の口蹄疫ウイルスは韓国、香港等で確認されたウイルスと近縁であったことから、アジア地域から人あるいは物の移動等に伴って日本へ侵入したことが考えられるが、現時点ではその経路を特定することは困難」、「(口蹄疫発生の)６例目及び７例目農場では中国産稲わらは使用されておらず、また、輸入に際して加熱条件等が定められていることから、中国産稲わらが口蹄疫ウイルスに汚染され、原因となった可能性は極めて低い」と指摘しています。


  　今回の口蹄疫については、生産者支援、さらには、原因の解明と今後の防疫体制が万全を期すよう望む次第です。


  (編集子)


  サロン学習会


  アッと驚く「これは何だ?」、「昔の味がした。」実験


  農の未来ネット副理事長　一之瀬今朝一


  　８月７日、フェア・ビンデンの食堂で農民連食品分析センターの八田純人氏を講師に「わたしの食事はどうなってんの!?～簡単実験から食料を見つめなおす～」と題してサロン学習会を行いました。
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  【写真】講師の八田さんによる実験


  　講師がおにぎりやジュース、試験管、フラスコ、コップ等を持参して、５組の準備ができたころ参加者が集まりました。


  　講師の日常は、実験室にこもっていること、身の回りにある食品を分析していることなど手短に自己紹介され、早速、本題に入りました。


  　始めに５カ所のコンビニの梅おにぎりの材料表示に８～11項目記述があること、梅おにぎりはご飯、梅干し、塩、海苔の４つで出来ることから知らないものが含まれていると分かりました。そして、おにぎりのご飯をコップに一つまみ入れ、水を加えてかき回すと表面に油が・・・参加者は、４～５人１組で表示を読み上げたり、コップの油の量を確認しあい、うち解けた雰囲気になりました。材料表示項目や油の量がローソンのものがトップでした。・・・講師はローソンが悪い物を出している訳ではない、担当者は努力していることを前置きして、油はサラダ油であり、ご飯の水分を逃がさない、機械がおにぎりを作ることからくっつかない、ビニールにくっつかないためのもの、コンビニのおにぎりを沢山食べると胸焼けしたり、フイルムにご飯がやたらくっつかないところに不思議を感じることが必要と話されました。・・・参加者からサラダ油の表示がないことの質問に、おにぎりを作る型にご飯がくっつかないための油で材料ではなく表示上は「加工助体」とされていると説明がありました。


  　次に講師は、参加者が食しているお米の値段を聞き、お米の平均生産コストが16,412円/60Kgであることから５Kg2,600円(一杯34円)以上のものを買う必要性、また、米が買いたたかれて、一俵(60Kg)に５千円を貼って出荷していると怒る稲作農家の話があった後、穀物検査用網目ふるい(1.7mm)を取り出し、秋田県産と安い特売品の米をふるいにかけました。秋田県産のものはわずかにふるいから落ちたのに比べ、安い特売品のものは2/3程度がふるいから落ちました。この特売品は稲作農家に言わせれば「鶏の餌」とのこと、本来主食に回らない米であると説明されました。米が安ければ良しとすることでなく、消費者の生産者を守る感覚が必要とされている話に・・・始め安いお米と自慢しあっていた参加者も納得されていました。(北海道は２mm、茨城県・千葉県1.8mmの目を使っているそうです。)


  　実験の最後に、100%ジュースをフラスコとコップを使い20%して飲んでみました。・・・とても飲めるものではありません。・・・そこにガムシロップとクエン酸を入れて・・・子供の頃に飲んでいた味に一同唖然。そして、用意された清涼飲料の砂糖の量を換算し計量スプーンで実際その量を紙の上に・・・中でもファンタの多いこと500mボトルの1/3程度にも・・・講師曰く、子供に飲ませるには注意が必要。(大人も注意した方が良いと思いました。)
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  【写真】参加者のみなさんとの交流会


  　参加者は、一時間程の学習会でうち解けて、その後、フェア・ビンデンが用意していただいた懇親会の食材(国産98%)に舌鼓を打ち、お酒も進んで楽しい時間を過ごすことができました。


  ～追伸～


  　八田さんお疲れ様でした。農家の方が八田さんに話されている内容は実感として伝わりました。また、実験に用意されていたお肉(時間が足りなくできなかった。)についても何時か知りたいと思いました。


  参加者のご感想


  小高朋子さん


  　私は「農」や「食」に携わる仕事をしている訳ではありませんが、美味しく安心なものを食べたいと常々考えており、今回参加させていただきました。まず、コンビニのおにぎりを使った実験では、原材料に明記されることのない加工助剤である油の存在に驚かされました。また、格安米の品質チェックの実験では、安く提供出来るには理由があり、通常では主食に回らないお米が含まれていることを知りました。


  　消費者が安いものを求めるあまりに生産者さんの立場を苦しめているかもしれないこと、便利で手軽な食品の裏側には何があるのかということを、私たちは良く考えて、なにを買い求めるのかを決めなければならないことを、改めて思い知らされました。


  　交流会では、国産95%以上!!という素晴らしいお料理を囲んでの楽しい会となりました。どのお料理も本当に美味しく、つい食べ過ぎてしまうほどでしたが、調味料はシンプルで素材そのものの良さを引き出しているようでした。作り方を教えていただけたので、さっそく家で試してみようと思います。


  　本当に美味しいものを食べて、食について考える、大変いい機会になりました。ありがとうございました。


  中田哲也さん


  　初めて学習会に参加しました。十数名の参加者がテーブルを囲み、アットホームな雰囲気です。この日の講師は、残留農薬問題の告発等で高名な農民連分析センターの八田純人さん。少し怖い人かなと恐れていましたが、語り口も物静かな優しい感じの方でした。


  　その八田さんが自ら持ちこまれた器具や試料を使い、実験しながらの学習会です。これが面白い。コンビニおにぎりのご飯を一かけら、水に浸すと水面に現れる表示義務のない物質とは・・・、ディスカウントショップでの激安米を主食用のふるいにかけると・・・、ペットボトルのジュースに入っているのと同じ量の砂糖を計量スプーンで測ってみると・・・。身近な食べもののことなのに、知らなかったこと、頭でだけ分かったつもりでいたことばかりです。


  　特に印象に残ったのがお米の値段の話。生産者のコストを考えれば、消費者は５kgで2,600円(茶碗１杯34円)程度を負担しなければ引き合わないとのこと。実際に自分が買っている米の値段を思い、色々と考えさせられました。


  　講義の後は、フェアビンデンの皆さま心づくしのお料理での懇親会。何と美味しい学習会なのでしょう。でも話を聞いたばかりなのに、この会費では生産者と作って頂いた方のコストを賄っていないのではと心配した次第です。


  最近のホームページ更新状況


  ・８月７日開催サロン学習交流会「わたしの食事はどうなってんの!?～簡単実験から食料を見つめなおす～」内容の公開


  ・機関紙NO.16(10年７月号)の掲載


  農の未来ネット会員募集中


  　NPO農の未来ネットでは、引き続き、個人会員・団体会員を募集しておりますので、お知り合いの方にもお声をかけて頂くとともに是非ともご加入下さい。皆様のご入会を心より、おまちしております。


  　個人会員:会費月500円(年間6,000円)


  　団体会員:会費月1,000年(年間費12,000円)


  　郵便振込:00140-0-428901


  　加入者名:田沼繁


  編集後記


  　８月３日から５日まで東京で農民連2010全国研究交流集会が開かれ、参加してきました。久しぶりに長野県農民連の会長だった山下もとつぐさんとお会いしました。山下さんから「長野県の新規就農里親制度で私が里親になり、２人の新規就農者を養成した」という話を聞きました。長野県でも新規就農里親制度があったことを知り、さっそく調べました。その里親制度は県単独事業で平成15年(2003年)から始められています。県は新規就農希望者に対して、就農希望者を支援したいという登録された農民(「里親」)を紹介し、「里親」が就農するために必要な実践的な技術習得を支援するというものです。「里親」は長野県内のさまざまな地域で作物を栽培しており、219人(平成20年９月１日現在)が登録しています。この制度を利用し、新規就農した人が100人を超えています。新規就農したい希望者が相当おり、その要求にこたえるために農の未来ネットはいっそうの奮闘が求められていることを研究交流集会に参加して学びました。多くの方から話を聞き、知恵と創意工夫も大いに発揮していく必要も痛感した次第です。


  (西村)
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